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を
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介
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市
教
育
委
員
会
は
、
4
月
1
日
付

で
5
地
域
の
公
民
館
長
を
任
命
し
ま

し
た
。４
地
域
は
公
募
に
よ
る
選
考
、

明
科
地
域
は
推
せ
ん
と
な
り
、
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
活
動
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
公
民

館
運
営
を
目
指
す
た
め
、
本
年
度
か

ら
公
民
館
長
は
常
勤
と
な
っ
た
ほ
か
、

予
算
の
執
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

任
期
は
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
の
2
年
間

で
す
。
各
館
長
は
上
記
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

豊科公民館長

丸
まるやま

山 祐
ゆ う じ

司

三郷公民館長

曽
そ ね は ら

根原 正
まさかず

一

堀金公民館長

内
う ち だ

田 浩
ひ ろ し

志

明科公民館長

丸
まるやま

山 宗
むねあき

昭

穂高公民館長
(兼)中央公民館長

加
か と う

藤 光
みつかず

一

～心が渇いたらまた来よう、安曇野へ。～

安曇野の魅力を紹介したＤＶＤをお譲りします
　安曇野ブランド推進室では、安曇野の魅力を多くの皆さんに知ってい

ただくため、自然・歴史・文化・産業・観光などの映像を盛り込んだプ

ロモーション用ＤＶＤ（デジタル・ビデオ・ディスク）を制作しました。

そこで、このＤＶＤをご希望の皆さんに無料でお譲りいたします。お申

し込みは、5 月 15 日（木）までに安曇野ブランド推進室へお願いします。

枚数に限りがありますので、１世帯１枚とさせていただきます。配布は 5

月下旬を予定しています。

問三郷総合支所内安曇野ブランド推進室（ 77･3111 77･6060）



地域審議会

　
穂
高
広
域
施
設
組
合
で
は
、
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
市
内
に
整
備

す
る
た
め
、
施
設
建
設
を
検
討
す
る

「
穂
高
広
域
施
設
組
合
最
終
処
分
場

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
す
。
委

員
の
一
部
を
市
内
か
ら
公
募
し
ま
す

の
で
、
募
集
内
容
を
確
認
の
う
え
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。な
お
。会
議
は
原

則
公
開
で
行
う
予
定
で
す
。

■
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
20
歳
以
上
で
、
次
の
要
件
を
満

た
す
者

（
１
）
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
で
な
い
こ
と

（
２
）
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び

地
方
公
務
員
で
な
い
こ
と

（
３
）
市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員

に
複
数(

２
つ
以
上)

任
命
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

（
４
）
月
１
・
２
回
程
度
、
平
日
開
催

す
る
会
議
に
出
席
可
能
で
あ
る
こ

と
■
募
集
人
員
　
10
人
以
内

■
任
期
　
平
成
20
年
6
月
か
ら
平
成

21
年
3
月
31
日

■
報
酬
　
穂
高
広
域
施
設
組
合
の
規

定
に
よ
る
謝
礼
金
を
支
給
。
交
通

費
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
応
募
期
限
　

5
月
20
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
期
間
最
終
日
の

消
印
有
効
。
電
子
メ
ー
ル
は
、
受

信
日
が
最
終
日
ま
で
の
も
の
。

■
選
考
方
法
　
穂
高
広
域
施
設
組
合

最
終
処
分
場
検
討
委
員
会
の
学
識

お
よ
び
有
識
者
委
員
で
構
成
す
る

公
募
委
員
選
考
会
が
、
応
募
書
類

に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
な
お
、
選

考
結
果
は
、
応
募
者
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
応
募
に
つ
い
て
は
、

自
薦
と
し
ま
す
。
応
募
方
法
は
、

①
氏
名
・
②
住
所
・
③
連
絡
先
・

④
年
齢
・
⑤
小
論
文
を
郵
送
、
持

参
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
お

送
り
く
だ
さ
い
。
小
論
文
の
テ
ー

マ
は
「
私
が
考
え
る
ご
み
処
理
の

あ
り
方
」。
８
０
０
字
程
度
（
様

式
任
意
）

問
穂
高
広
域
施
設
組
合
事
務
局
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９
‐
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０
２
　
安
曇
野

市
穂
高
北
穂
高
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２
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市
で
は
、
都
市
計
画
に
関
す
る
事

項
を
調
査
審
議
す
る
「
安
曇
野
市
都

市
計
画
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
審
議
会
は
、
市
長
が
委

嘱
す
る
22
人
以
内
で
組
織
し
、
公
募

委
員
の
ほ
か
民
間
諸
団
体
の
代
表
者
・

学
識
経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

■
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
次
の

要
件
を
満
た
す
者

（
１
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議

会
の
議
員
で
な
い
こ
と

（
２
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地

方
公
務
員
で
な
い
こ
と

（
３
）市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に

複
数
（
２
つ
以
上
）
任
命
さ
れ
て

い
な
い
こ
と

（
４
）年
間
３
回
か
ら
４
回
程
度
開
催

す
る
会
議
（
平
日
、
不
定
期
）
に

出
席
可
能
で
あ
る
こ
と

■
募
集
人
員
　
３
人

■
任
期
　
２
年

■
報
酬
　
市
の
規
準
に
よ
る

■
応
募
期
限
　

5
月
28
日（
水
）

　
　
　
　
　
　（
当
日
消
印
有
効
）

■
選
考
方
法
　
選
考
を
公
正
か
つ
円

滑
に
行
う
た
め
選
考
委
員
会
を
設

置
し
、
申
込
書
お
よ
び
小
論
文
に

よ
る
書
類
選
考
を
行
い
ま
す
。
選

考
結
果
は
採
否
に
か
か
わ
ら
ず
、

6
月
12
日（
木
）ま
で
に
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
都
市
建
設
部
都
市
計

画
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

小
論
文
（
８
０
０
字
程
度
）
を
添

え
て
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
り
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募
用
紙
は

安
曇
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
な
お
、
応
募
書
類
は
返
却
し

ま
せ
ん
）。

　
小
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
安
曇
野
市

の
都
市
計
画
の
将
来
像
」

問
豊
科
総
合
支
所
内
都
市
建
設
部

　
都
市
計
画
課

　
〒
３
９
９
‐
８
２
０
５
　
安
曇
野

市
豊
科
４
３
４
０
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穂
高
広
域
施
設
組
合

最
終
処
分
場
検
討
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

昨年度の審議内容を報告

　豊科、穂高、三郷、堀金、明科の各地域審議会は 3 月 28 日、

平成 19 年度の審議のまとめを市長に報告しました。

　各地域審議会が昨年度話し合ってきた各地域の課題や各委

員から出された意見・提案がまとめられています。

　市長はこの報告を受けて、「いただいた報告内容は、地域

ごとのものだけでなく、全地域に及ぶ課題と意見がまとめら

れている。今後、整理して考えていきたい」と述べました。

各地域の審議会から地域課題などが報告された

■
概
要
　
穂
高
広
域
施
設
組
合
で
は
、

平
成
19
年
に
穂
高
広
域
施
設
組
合
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
一
般
廃

棄
物
の
「
自
区
内
処
理
」
を
原
則
と

し
、
管
内
に
お
い
て
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
穂
高
広
域

施
設
組
合
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

整
備
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
構
想
で
は
、「
処
分
場
の
タ
イ

プ
を
従
来
の
オ
ー
プ
ン
型
で
な
く
、

被
覆
型(

ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ
ム)

と
す
る
こ
と
」「
埋
め
立
て
容
量
・
必

要
面
積
・
供
用
開
始
の
目
標
年
度
・

最
初
に
整
備
す
る
候
補
地
を
市
内
と

す
る
」な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
審
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

寄付・寄贈のお礼
（平成 20 年 3 月 18 日～ 28 日）【敬称略】

◆有限会社 安筑環境衛生社　代表取締役　西山喜子人　50 万円　（福祉のため）

◆明科中学校第１期生同年会　代表幹事　山﨑利康　10 万円　（明科中学校備品購入費として）

◆日本禁煙友愛会明科支部　代表　堀ノ内虎男　10 万円　（明科中学校備品購入費として）

　5 月 19 日（月）から 25 日（日）は「春の行政相談週間」です。行政相談では、国・県・市の
行政に対する苦情や意見、要望などを市民の皆さまからお聴きします。
相談は総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が応じます。相談は無料で秘密は固く守られます。
期間中、相談所が開設されますのでご利用ください。
■日時　5 月 24 日（土）・25 日（日）　午後 2 時～ 4 時　　　　　　　　　　　　
■場所　エルサあづみ野ショッピングセンター本館内（ジャスコ三郷店隣）
■行政相談委員　24 日　萩原・宮川行政相談委員　　25 日　松山・松岡・白澤行政相談委員

行政相談
　毎月各地域では、行政相談を開催していますのでご利用ください。
■日程　詳細については「広報あづみの 各種相談コーナー」をご覧ください。
　市内各地域の行政相談委員は、次の皆さんです。（敬称略）
■行政相談委員　豊科地域　萩原哲子（ 72・7262）　穂高地域　松山　博（ 82・4996）
　　　　　　　　三郷地域　松岡光正（ 77・4014）　堀金地域　白澤清則（ 72・8771）
　　　　　　　　明科地域　宮川辰巳（ 62・4535）
問本庁舎内総務部総務課庶務係（ 71・2000 71・5000）

春の行政相談週間
Information
B O X

市政トピックス市政トピックス市政トピックス



下水道排水設備指定工事店の効力停止
　市が指定する下水道排水設備指定工事店に
ついて、下水道排水設備指定工事店等審査委
員会で審議の結果、次の業者に指定停止の処
分が下されました。停止処分期間内は、当業
者が市内の排水設備工事を実施することはで
きませんのでご注意ください。
■処分対象事業者
　事業者名　三輪設備　代表　三輪 実

住　　所　安曇野市明科４３１－１
■停止処分期間

平成 20 年 4 月 1 日～ 9 月 30 日（6ヵ月間）
問豊科総合支所内上下水道部下水道課維持管

理係（ 72・3111 72・8340）

広報あづみの　お知らせ版
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情報ボックス
Information Box

本庁舎（☎71・2000　FAX71・5000）　豊科総合支所（☎72・3111　FAX72・8340）　穂高総合支所（☎82・3131　FAX82・6622）　三郷総合支所（☎77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（☎72・3106　FAX72・4900）　明科総合支所（☎62・3001　FAX62・4747）　穂高健康支援センター（☎81・1622　FAX81・0703）

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

で
、
障
害
の
程
度
や
所
有
す
る
軽
自

動
車
の
使
用
目
的
な
ど
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

昨
年
度
減
免
を
受
け
た
人
に
は
別
途

通
知
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間
　
納
税
通
知
書
到
着
後

か
ら
5
月
26
日
（
月
）
厳
守

■
注
意
事
項
　

自
動
車
税
の
減
免
、
タ
ク
シ
ー
チ

ケ
ッ
ト
の
交
付
を
受
け
て
い
る
場

合
は
減
免
で
き
ま
せ
ん
。

減
免
で
き
る
車
両
は
１
人
１
台

■
持
ち
物
　
運
転
免
許
証･

印
鑑･

身
体
障
害
者
手
帳･

車
検
証･

納

税
通
知
書

■
申
請
場
所
　
総
務
部
市
民
税
課

　
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課

問
豊
科
総
合
支
所
内
総
務
部
市
民
税

課
諸
税
係
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●軽自動車税……………………… （１期）

●介護保険料…………………… （５月分）

●水道料金……… （豊科・堀金・明科地域）

●下水道使用料…………（穂高・三郷地域）

＝納期限は６月２日（月）＝
※休日納付窓口は、５月４日（日）です。

　各総合支所の窓口で市税・各種料金の納付が

　できます。

指定給水装置工事事業者の指定の効力停止
市が指定する指定給水装置工事事業者につ

いて、水道指定工事店審査委員会で審議の結
果、次の業者に指定停止の処分が下されまし
た。停止処分期間内は、当業者が市内の給水工
事を実施することはできませんのでご注意く
ださい。
■処分対象事業者
　事業者名　三輪設備　代表　三輪 実
　住　　所　安曇野市明科４３１－１
■停止処分期間
　平成 20 年 4 月 1 日～ 6 月 30 日（3ヵ月間）
問豊科総合支所内上下水道部上水道課管理係
（ 72・3111 72・8340）

入札契約経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

工事名 工事箇所 請負者 請負代金

穂高交流学習センター建設事業　建築工事 穂高 岡谷・山﨑特定建設工事共同企業体   903,000,000

穂高交流学習センター建設事業　電気設備工事 穂高 信濃電気・穂高電気特定建設共同企業体 225,750,000

穂高交流学習センター建設事業　機械設備工事 穂高 大和・中部水工特定建設共同企業体   207,690,000

（国補）　特環公共下水道　牧２工区管渠工事 穂高牧 ㈱大丸組                     44,940,000

交通安全施設等整備事業　市道豊科中部３７６号線　交差点改良工事 豊科南穂高 ㈱武井建設                  25,410,000

地方道路交付金事業　市道三郷１１２号線５工区　道路改良工事 三郷温 富士開発㈱                   22,659,000

有明保育園仮設園舎新築工事 有明保育園 ㈱寿建設                     19,740,000

有明分園保育園　建設用地水路移設等工事 穂高有明 ㈱赤羽組                      17,724,000

農業用施設災害復旧事業　勘左衛門地区 松本市　島立 ㈱イトウ                   5,911,500

三郷競技場防球ネット嵩上げ工事 三郷競技場 三澤土木                   3,885,000

暮

ら

し

　市では、食事や運動などの学習を中心とした「安曇野市さわやか健康教室」を開催します。

日ごろの生活を振り返り、自分に合った健康づくりの方法を知る機会となります。

お友達をつくりながらの楽しい教室です。お気軽にご参加ください。

なお、穂高保健センター会場の教室は 10 月に予定しています。

　詳細についてはお問い合わせください。

■日程・会場

　豊科保健センター会場　定員 20 人

月日 時間 内容

① 6 月 26 日（木）

午前 9:30 ～ 11:30

生活習慣病を予防するために

② 7 月  8 日（火） お口を知りましょう

③ 7 月 24 日（木） 合言葉は『週 23 エクササイズ！』

④ 8 月  7 日（木） 午後 1:30 ～ 3:30 食事バランスガイドって何？ 

⑤ 8 月 20 日（水） 午前 9:30 ～午後 1:30 調理実習

⑥ 9 月  ２日（火）
午前 9:30 ～ 11:30

自分に合った運動をみつけよう

⑦ 9 月 17 日（水） 心の健康を保つには・修了式

　明科保健センター会場　定員 20 人

月日 時間 内容

① 6 月12 日（木）

午前 9:30 ～ 11:30

生活習慣病を予防するために

② 7 月 ３日（木） 合言葉は『週 23 エクササイズ！』

③ 7 月23 日（水） お口を知りましょう

④ 8 月  ７日（木） 食事バランスガイドって何？

⑤ 8 月28 日（木） 午前 9:30 ～午後 1:30 調理実習

⑥ 9 月 ４日（木）
午前 9:30 ～ 11:30

自分に合った運動をみつけよう

⑦ 9 月18 日（木） 心の健康を保つには・修了式

■対象者　市内在住のおおむね 70 歳までの人で、なるべく全日程参加できる人

■参加費　無料

■申し込み　5月12 日（月）から23 日（金）の間に、参加する保健センターへお申し込みください。

　　　　　　※定員になり次第締め切ります。

問豊科保健センター（ 72・9970 72・9044）

　明科保健センター（ 81・2251 81・2943）

安曇野市さわやか健康教室開催のお知らせ
Information
B O X

障
害
の
程
度
や
使
用
目
的
で

軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

　
４
月
か
ら
、
下
水
道
受
益
者
負
担

金
の
賦
課
・
徴
収
関
係
な
ど
の
問
い

合
わ
せ
先
が
、
上
下
水
道
部
下
水
道

課
か
ら
業
務
課
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

問
豊
科
総
合
支
所
内
上
下
水
道
部
業

務
課
料
金
担
当

　（

�

72
・
３
１
１
１ 

�

72
・
３
１
７
６
）

　
地
価
公
示
は
、
地
域
で
標
準
的
な

使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
を
選
び
、

適
正
な
価
格
を
公
表
し
た
も
の
で
す
。

土
地
売
買
な
ど
の
参
考
の
た
め
、
次

の
と
お
り
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
場
所

県
安
曇
野
庁
舎
内（
４
階
）　
企
画
財

政
部
企
画
政
策
課
　
各
総
合
支
所

地
域
支
援
課
　
市
内
５
図
書
館

問
県
安
曇
野
庁
舎
内

企
画
財
政
部
企
画
政
策
課

　（
�

71
・
２
０
０
０ 

�

71
・
５
０
０
０
）

市

政

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

問
い
合
わ
せ
先
が
変
わ
り
ま
す

地
価
公
示
閲
覧
の
お
知
ら
せ

◇お詫びと訂正◇
広報あづみの№ 58（4 月 23 日発行）
■７ページ・市民カードの普及拡大の欄
　「カード発行手数料は無料」となっていますが、カード発行には印鑑
登録が必要で、この場合、印鑑登録の手数料３００円が必要となりま
す。なお、すでに印鑑登録をしている場合は、市民カードへの交換費
用はかかりません。
■８ページ・大見出し
　【誤】３３５憶 → 【正】３３５億
■８ページ・一般会計歳出構成　比率（性質別）
　投資・出資、積立金のグラフ面積
■ 14 ページ・災害協定
　【誤】３月３日→【正】３月６日
■15ページ・桜の里山づくり植樹祭
　【誤】降旗衛さんは「区民やボランティアが中心となって（中略）整  
　備を続けている」→【正】降幡衛さんは「区民が中心となって（中略）
　整備を続けている」
　お詫びして訂正します。

５月の納期
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Information Box

本庁舎（☎71・2000　FAX71・5000）　豊科総合支所（☎72・3111　FAX72・8340）　穂高総合支所（☎82・3131　FAX82・6622）　三郷総合支所（☎77・3111　FAX77・6060）

堀金総合支所（☎72・3106　FAX72・4900）　明科総合支所（☎62・3001　FAX62・4747）　穂高健康支援センター（☎81・1622　FAX81・0703）

　
４
月
か
ら
、
穂
高
図
書
館
で
は
障

害
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
月

刊
誌
『
点
字
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
を
ご
用

意
い
た
し
ま
し
た
。
全
編
点
字
と
な

っ
て
お
り
、
視
覚
障
害
に
か
か
わ
る

情
報
や
ニ
ュ
ー
ス
・
エ
ッ
セ
ー
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
図
書
館

　（

�

84･

０
１
１
１ 

�

84
・
０
１
１
６
）

■
日
時
　

5
月
17
日(

土)

　
午
後
1
時
30
分

■
場
所
　
堀
金
公
民
館
講
堂

■
演
題
　
臼
井
吉
見
の
「
安
曇
野
を

歩
く
」
連
載
を
終
え
て

　（
対
談
方
式
に
て
）

■
講
師
　
赤
羽
康
男
さ
ん

　（
臼
井
吉
見
の「
安
曇
野
を
歩
く
」著
者
）

■
対
談
相
手
　
千ち

だ田
敬
一
さ
ん

■
参
加
費
　
無
料

問
臼
井
吉
見
文
学
館

　（

�

72･

５
７
９
６ 

�

72
・
５
８
０
１
）

今
年
の
秋
に
、
見
事
な
菊
を
咲
か

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
か
ら
経

験
者
の
皆
さ
ま
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　（
全
5
回
）

・
１
回 

5
月
24
日
（
土
）

・
2
回 

5
月
31
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
12
時

3
回
目
以
降
は
、
菊
の
育
成
状
況

に
よ
り
随
時
開
講
日
を
決
定
。

■
場
所
　
豊
科
公
民
館

※
開
催
日
に
よ
り
会
場
が
変
更
に
な

り
ま
す
の
で
そ
の
都
度
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
講
師
　
山
田
高
久
さ
ん

■
定
員
　
25
人

■
受
講
料
　
１
、０
０
０
円

※
別
途
　
苗
代
１
、
２
０
０
円
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
鉢
や
支
柱
な
ど
、

そ
の
ほ
か
必
要
な
も
の
は
、
各
自

で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　

5
月
12
日
（
月
）
ま

で
に
豊
科
公
民
館
窓
口
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

問
豊
科
公
民
館

　（

�

72
・
２
１
５
８ 

�

73
・
６
４
０
１
）
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安
曇
野
の
自
然（
動
植
物
）、歴
史
・

文
化
な
ど
安
曇
野
の
持
つ
魅
力
を
再

発
見
す
る
た
め
、
長
峰
山
を
散
策
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　

5
月
25
日（
日
）午
前
9
時

　
か
ら
午
後
1
時
30
分（
雨
天
中
止
）

■
場
所
　
明
科
　
長
峰
山
山
頂

■
行
程
　
長
峰
山
の
山
頂
か
ら
光
城

山
山
頂
ま
で
の
片
道
約
２
・
８
㌔
の

道
を
自
然
観
察
し
ま
す
。ウ
ォ
ー
ク

終
了
後
、
ぬ
か
く
ど
ご
飯
、
地
元

の
黒
大
豆
を
使
用
し
た
み
そ
と
地

元
産
の
野
菜
を
使
っ
た
み
そ
汁
の

昼
食
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費
　

　
大
人
（
高
校
生
以
上
）
２
０
０
円 

　
小
人
（
４
歳
以
上
）
１
０
０
円

　（
保
険
料
・
昼
食
代
等
）

■
定
員
　
15
組
（
先
着
順
）

※
家
族
以
外
の
組
は
１
組
３
人
ま
で

■
持
ち
物
　
水
筒
・
お
わ
ん
　

　
箸は
し

・
雨
具
・
筆
記
用
具

■
申
し
込
み
　

5
月
12
日
（
月
）
か

ら
5
月
19
日
（
月
）
ま
で

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
三
郷
総
合
支
所
内
安
曇
野
ブ
ラ
ン

　
ド
推
進
室

　（

�

77
・
３
１
１
１ 

�

77
・
６
０
６
０
）

　

azum
in

o-bran
d@

city
.azum

in
o.

　n
ag

an
o.jp

　
イ
ェ
ル
ク
・
デ
ー
ム
ス
（
ピ
ア
ノ
）

吉
江
忠
男
（
バ
リ
ト
ン
歌
手
）
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
流
の
演
奏
家
に
よ
る
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

5
月
24
日
（
土
）

・
開
場
　
午
後
5
時
30
分

・
開
演
　
午
後
6
時

■
場
所
　
豊
科
公
民
館

■
入
場
料
　
１
、０
０
０
円

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
　

①
６
つ
の
ピ
ア
ノ
小
品
集
　

②
15
の
ロ
マ
ン
ス
「
美
し
き
マ
ゲ

　
ロ
ー
ネ
」

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売

各
５
地
域
の
公
民
館
窓
口

問
明
科
総
合
支
所
内
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

（

�

62
・
３
０
０
１ 

�

62
・
５
７
２
１
）

　
５
月
か
ら
開
講
す
る
、
小
学
生
友

遊
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
学
区
・
学
年
を
こ
え
て
、

み
ん
な
元
気
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　

5
月
29
日
か
ら
8
月
28
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
７
・
８
月

は
一
部
休
み
有
）

　
午
後
5
時
30
分
か
ら
午
後
6
時
30

分
（
全
10
回
）

■
場
所
　
穂
高
総
合
体
育
館

■
講
師
　
水
口
朋
巳
さ
ん･

会
田
幸

男
さ
ん
（
市
体
育
指
導
員
）

■
対
象
者
　
市
内
の
小
学
１
年
生
か

　
ら
４
年
生

■
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

※
別
途
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
　

５
０
０
円
が
必
要

■
申
し
込
み
　

5
月
13
日
（
火
）
か

ら
18
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
穂
高

会
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
で
、
所

定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
電
話
に
よ
る

申
し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
会
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　（

�

82
・
５
９
７
０ 

�

82
・
３
９
９
０
）

貞
じょう

享
きょう

義民記念館

（催しのお知らせ）

①貞享義民遺跡巡り

■日時　5 月 25 日 ( 日 )

　　　　午前 9 時～午後 4 時

■内容　記念館のシアター夢道場で「貞

享義民物語」を鑑賞後、義民

の遺跡を巡って学びます。

■参加費　300 円

②企画展示室催し物

■日時　5 月 31 日 ( 土 ) まで

　　　　午前 9 時～午後 5 時

■内容　押し花アート作品展

■入場料　無料

③古文書歴史講座（全８回）

■日時　第１回 6 月 12 日 ( 木 )

　　　　午後 1 時 30 分

■内容　古文書でみる村と生活

■講師　中川治雄さん

■受講料　無料

問貞享義民記念会館（ 77・7550）

碌
ろ く ざ ん

山公園研成ホール

（５月展示のご案内）

①西田かほり／千田泰広 二人展

～作ること　作られるもの～

■日時　5 月 11 日（日）～ 18 日（日）

午前 9 時～午後 5 時

■内容　現代美術展

■入場料　無料

問研成ホール（  82・0769）

②青柳淳写真展「天空のドラマ・安曇野」

■日時　5 月 23 日（金）～ 26 日（月）

午前 9 時～午後 5 時

（最終日午後 4 時まで）

■内容　写真展示「彩
さいうん

雲など」

■入場料　無料

問青柳さん（ 83・6370）

　または研成ホール（  82・0769）

碌山美術館 美術講座のご案内
①水彩画入門

■日時　5 月 17 日（土）・18 日（日）

午前 9 時～ 12 時

■内容　新緑の碌山美術館を描く

■講師　小山英一さん

■定員　10 人

■受講料　2,000 円

②テラコッタ制作Ⅰ

■日時　6 月 6 日（金）～ 7 月 25 日（金）

毎週金曜日　計８回

午前 9 時～ 12 時　

■内容　人物をテラコッタ粘土で作る

■講師　柳沢廣さん

■定員　10 人

■受講料　5,000 円（材料費別途）

③彫
ちょうそ

塑制作Ⅰ

■日時　6 月 1 日（日）～ 8 月 3 日（日）

毎週日曜日

午前 9 時～ 11 時 30 分 計 10 回

■内容　人物を粘土で作り、石膏
こう

どり

■講師　二木福治さん

■定員　10 人

■受講料　5,000 円（材料費別途）

問研成ホール（  82・0769）

第
２
回
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド

発
見
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

第
26
回
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト

穂
高
図
書
館

新
着
『
点
字
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

臼
井
吉
見
文
学
館
友
の
会

春
の
講
演
会

豊
科
公
民
館
教
養
講
座

『
楽
し
い
菊
作
り
講
座
』
開
催

小
学
生
友
遊
ス
ポ
ー
ツ
教
室

学

ぶ

楽

む

し



グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
は
、
ゴ

ル
フ
の
よ
う
に
ボ
ー
ル
を
ク
ラ
ブ
で

打
ち
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
ホ
ー
ル
イ

ン
す
る
ま
で
の
打
数
を
競
う
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
ル
ー
ル
も
簡
単
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
手
軽
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

5
月
31
日
（
土
）
午
後
1

時
30
分
か
ら
3
時
30
分
ご
ろ
ま
で

■
場
所
　
堀
金
小
学
校
校
庭

■
対
象
者
　
市
内
に
在
住
す
る
か
通

勤
通
学
し
て
い
る
人

■
募
集
人
員
　

・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）
30
人

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
小
学
生
以
下

と
大
人
）
20
組

■
参
加
料
　
１
人
１
０
０
円

　（
ス
ポ
ネ
ッ
ト
常
念
会
員
は
無
料
）

■
申
し
込
み
　

5
月
13
日（
火
）か
ら

5
月
20
日
（
火
）
ま
で
の
間
、
堀
金

総
合
体
育
館
窓
口
で
所
定
の
申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
参
加
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
堀
金
総
合
体
育
館
内
　
安
曇
野
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ･

ス

ポ
ネ
ッ
ト
常
念
事
務
局

　（

 
�

72･

６
３
４
０
）

　
安
曇
野
に
あ
る
貴
重
な
建
築
物
の

歴
史
的
背
景
や
建
築
的
価
値
な
ど
を

詳
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
郷
土

博
物
館
学
習
室
で
学
習
後
、
長
野
県

宝
や
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ

て
い
る
法
蔵
寺
（
豊
科
）
へ
徒
歩
に

て
移
動
し
、
山
門
・
庫
裏
な
ど
を
見

学
し
ま
す
。

■
日
時
　

5
月
24
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時

■
講
師
　
西
牧
尚
人
さ
ん

■
定
員
　
25
人

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
な
ど

■
受
講
料
　
１
人
２
０
０
円

　
　
　
　
　（
保
険
・
資
料
代
な
ど
）

■
申
し
込
み
　

5
月
13
日（
火
）か
ら

22
日（
木
）ま
で
の
間
、
郷
土
博
物

館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。

問
豊
科
郷
土
博
物
館

　（

� 
�

72
・
５
５
７
２
）

　
本
年
度
の
陶
芸
教
室
の
日
程
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
家
族
や
お
仲
間

と
一
緒
で
も
、
お
一
人
で
も
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
自
分
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
が
作
れ
ま
す
。
こ
の
日

以
外
で
も
作
陶
者
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
今
後
の
日
程

5
月
18
日
（
日
）
6
月
15
日
（
日
）

7
月
20
日
（
日
）
8
月
17
日
（
日
）

9
月
21
日
（
日
）
10
月
19
日
（
日
）

11
月
16
日
（
日
）
12
月
14
日
（
日
）

（
平
成
21
年
）
3
月
15
日
（
日
）

■
時
間
　
午
前
9
時
か
ら

（
各
回
2
～
3
時
間
程
度
の
予
定
）

■
場
所
　
穂
高
陶
芸
会
館

■
講
師
　
嶋
田
好
貴
さ
ん

■
定
員
　
各
回
25
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　

1
回
２
、０
０
０
円

（
粘
土
１
㎏
と
指
導
料
・
焼
き
上
げ

ま
で
の
料
金
含
む
）

■
申
し
込
み
　
穂
高
陶
芸
会
館
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
陶
芸
会
館

　（

� 
�

82･
６
７
５
０
）

　
田
淵
行
男
記
念
館
で
は
、
ゆ
か
り

の
講
師
を
お
招
き
し
て
、「
田
淵
行
男

を
語
る
夕
べ
」
を
開
講
し
ま
す
。
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
ひ
と
り
の
人

間
と
し
て
の
「
田
淵
行
男
」
を
し
の

び
ま
す
。

■
日
時
　

5
月
31
日
（
土
）

午
後
7
時
か
ら
8
時
30
分

■
場
所
　
田
淵
行
男
記
念
館
展
示
室

■
講
師
　
田
淵
穂
高
さ
ん
（
田
淵
行

男
ご
子
息
）
宇
津
力
雄
さ
ん
（
田

淵
行
男
記
念
館
友
の
会
顧
問
）

■
定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

　（
お
茶
菓
子
代
、
入
館
料
な
ど
）

■
申
し
込
み
　

5
月
15
日
（
木
）
か

ら
5
月
31
日（
土
）ま
で
の
間
、
田

淵
行
男
記
念
館
に
て
前
売
り
券
を

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

問
田
淵
行
男
記
念
館

　（

� 
�

72･

９
９
６
４
）　
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田
淵
行
男
記
念
館
友
の
会
で
は
、

写
真
部
会
発
足
10
周
年
を
記
念
し
て
、

写
真
部
の
活
動
で
指
導
を
仰
い
で
い

る
小
口
和
利
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

上
高
地
で
写
真
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時
　

・
撮
影
会
　

6
月
7
日
（
土
）

午
前
7
時
か
ら
午
後
4
時

・
作
品
学
習
会
　

7
月
12
日
（
土
）

午
後
1
時
か
ら
4
時
30
分

■
行
程
　
集
合
7
時

田
淵
行
男
記
念
館
～
上
高
地
大
正

池
～
河
童
橋
～
明
神
池
～
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
～
田
淵
行
男
記
念
館

（
午
後
4
時
到
着
・
見
学
）

■
講
師
　
小
口
和
利
さ
ん（
写
真
家
）

■
募
集
人
員
　
18
人

■
受
講
料
　
９
０
０
円

　（
受
講
料
・
入
館
料
・
保
険
料
等
）

※
別
途
　
バ
ス
・
駐
車
場
代
の
実
費

負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　

5
月
19
日（
月
）ま
で

に
往
復
は
が
き
の
往
信
面
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
、

返
信
は
が
き
に
返
信
先
を
記
入
し
、

〒
３
９
９
‐
８
２
０
１ 

安
曇
野
市

豊
科
南
穂
高
５
０
７
８
‐
２
　
田

淵
行
男
記
念
館
上
高
地
写
真
教
室

係
あ
て
送
付
。

※
１
人
に
つ
き
１
通
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

問
田
淵
行
男
記
念
館

　（

� 
�

72･

９
９
６
４
）

第
１
部
　
講
演
会

・
講
師
　

城
西
病
院
長
　
庄
司
進
一
さ
ん

・
演
題
　
今
日
的
教
育
創
造
の
道

第
２
部
　
テ
ー
マ
別
討
論
会

①
生
命
軽
視
の
風
潮
「
虐
待
・
子
殺

し
・
親
殺
し
」
な
ぜ

②
大
人
・
子
ど
も
の
自
己
中
心
的
な

行
為
に
つ
い
て

③
子
育
て
の
悩
み
あ
れ
こ
れ

④
携
帯
電
話
関
連
の
諸
問
題
ほ
か

■
日
時
　

5
月
24
日(

土)

午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
２
階
講
堂

■
参
加
費
　
３
０
０
円
（
会
場
費
）

問
松
沢
さ
ん
（

�

72
・
０
８
１
７
）

竹
村
さ
ん
（

�

72
・
４
２
１
７
）

　
ま
た
は
明
科
総
合
支
所
内
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課

　（

�

62
・
３
０
０
１ 

�

62
・
４
７
４
７
）

　
安
曇
野
地
域
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

福
祉
グ
ル
ー
プ「
茶
の
み
友
だ
ち
」は
、

熟
年
期
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
世
代
を

越
え
た
子
育
て
に
つ
い
て
語
り
合
う

座
談
会
の
２
回
目
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

5
月
25
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
か
ら
　
　

■
場
所
　
豊
科
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
　
３
０
０
円

問
片
桐
さ
ん
（

�

77･

５
３
８
２
）

中
槇
さ
ん
（

�

73･

３
２
１
９
）

ま
た
は
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

内
社
会
福
祉
課

（

�

81
・
０
７
１
６ 

�

81･

０
７
０
３
）

国
土
交
通
省
で
は
、
千
曲
川
・
犀

川
の
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

■
対
象
者
　
満
20
歳
以
上
の
心
身
共

に
健
康
な
人

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
任
期
　
平
成
20
年
7
月
1
日

か
ら
平
成
21
年
6
月
30
日

■
報
酬
　
月
額
　
４
、５
８
０
円

■
応
募
期
限
　

5
月
23
日（
金
）ま
で

■
申
し
込
み
　
官
製
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
う
え
、「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
応

募
用
紙
希
望
」
と
記
入
し
左
記
へ

郵
送
く
だ
さ
い
。

■
応
募
先
　
〒
３
８
０
‐
０
９
０
３

長
野
市
鶴
賀
字
峰
村
74
番
地

国
土
交
通
省
　
千
曲
川
河
川
事
務

所
占
用
調
整
課
「
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
募
集
」
係

問
国
土
交
通
省
千
曲
川
河
川
事
務
所

　
占
用
調
整
課

（

�

０
２
６･

２
２
７･

７
７
６
８
）
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教

育

子

て

育

募

集

安
曇
野
さ
わ
や
か
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

郷
土
博
物
館
講
座
「
探
訪
　
安

曇
野
の
建
築
～
法
蔵
寺
編
」

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

講
演
と
テ
ー
マ
別
井
戸
端
会
議

「
茶
の
み
友
だ
ち
」
よ
っ
と
い
で

子
育
て
に
つ
い
て 

第
２
回

「
陶
芸
教
室
」
参
加
者
募
集

田
淵
行
男
を
語
る
夕
べ

上
高
地
写
真
教
室
受
講
生
募
集

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集



■
応
募
資
格

　
普
通
自
動
車
免
許
が
あ
る
人

■
勤
務
場
所

○
桔き

き
ょ
う梗
荘
（
塩
尻
市
）

○
岡
田
の
里
（
松
本
市
）

○
四
賀
福
寿
荘
（
松
本
市
）

○
ピ
ア
や
ま
が
た
（
山
形
村
）

○
サ
ン
ラ
イ
フ
お
み
（
麻
績
村
）

■
募
集
人
員

　
嘱
託
職
員
（
介
護
職
）
9
人
ほ
ど

■
雇
用
期
間
　

1
年
契
約

■
応
募
期
限
　

5
月
20
日（
火
）ま
で

（
土･

日
は
除
く
）

■
選
考
方
法
　
面
談
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
　
右
記
各
施
設
お
よ
び

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合

事
務
局
（
〒
３
９
９
‐
０
７
０
４

塩
尻
市
大
字
広
丘
郷
原
１
６
８
３

番
地
１
）
に
設
置
し
て
あ
る
申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
本
人
が
直

接
事
務
局
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合

事
務
局

　（

�

53･

５
０
０
０ 

�

53･

５
０
０
１
）

①
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
教
室

（
15
回
）

　
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
く

踊
り
な
が
ら
全
身
を
動
か
し
健
康
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
開
始
　

5
月
19
日
か
ら
毎
週
月
曜
日

■
時
間
　
午
後
1
時
30
分
か
ら
３
時

■
場
所
　
豊
科
南
社
会
体
育
館

■
講
師
　
山
本
祐
子
さ
ん

■
対
象
　
一
般

■
募
集
人
員
　
30
人

■
受
講
料
　
１
、５
０
０
円

　（
別
途
保
険
料
１
、５
０
０
円
）

②
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
15
回
）

　
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
用
具
を
使
っ
て
楽
し
く
運
動

し
ま
す
。

■
開
始
　

5
月
21
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

■
時
間
　
午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時

■
場
所
　
豊
科
南
社
会
体
育
館

■
講
師
　
市
体
育
指
導
委
員

■
対
象
　
一
般

■
募
集
人
員
　
30
人

■
受
講
料
　
１
、５
０
０
円

③
ト
ラ
ン
ポ
ビ
ク
ス
教
室
（
15
回
）

　
１
人
用
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
を
使
い
、

有
酸
素
運
動
を
取
り
入
れ
、
個
人
に

あ
っ
た
無
理
の
な
い
運
動
が
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

■
開
始
　

5
月
21
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

■
時
間
　
午
後
1
時
30
分
か
ら
３
時

■
場
所
　
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

ツ
施
設
体
育
館

■
講
師
　
遠
山
竹
子
さ
ん

■
対
象
　
一
般

■
募
集
人
員
　
30
人

■
受
講
料
　
１
、５
０
０
円

　（
別
途
保
険
料
１
、５
０
０
円
）

④
太
極
拳
教
室
（
15
回
）

　
ゆ
っ
た
り
し
た
動
作
で
、
無
理
な

く
心
身
と
も
に
鍛
え
ま
す
。

■
開
始
　

5
月
21
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

■
時
間
　
午
後
1
時
30
分
か
ら
３
時

■
場
所
　
豊
科
武
道
館
剣
道
場

　
　
　
　（
豊
科
近
代
美
術
館
東
）

■
講
師
　
小
林
ま
さ
こ
さ
ん

■
対
象
　
一
般

■
募
集
人
員
　
30
人

■
受
講
料
　
１
、５
０
０
円

　（
別
途
保
険
料
１
、５
０
０
円
）

⑤
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室
（
15
回
）

　
初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
指
導
員

が
基
本
か
ら
お
教
え
し
ま
す
。

■
開
始
　

5
月
22
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

■
時
間
　
午
後
1
時
30
分
か
ら
３
時

　
30
分

■
場
所
　
豊
科
地
域
　

　
各
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

■
講
師
　
豊
科
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協

　
会
指
導
員

■
対
象
　
一
般

■
募
集
人
員
　
30
人

■
受
講
料
　
１
、５
０
０
円

　（
別
途
保
険
料
１
、５
０
０
円
）

⑥
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー
る

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
講
習
会
（
15
回
）

　
軽
い
変
形
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
型
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

■
開
始
　

5
月
14
日
か
ら
隔
週
水
曜
日

■
時
間
　
午
後
7
時
30
分
か
ら
9
時

　
30
分

■
場
所
　
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
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ツ
施
設
体
育
館

■
講
師
　
市
体
育
指
導
委
員

■
対
象
　
一
般

■
募
集
人
員
　
な
し

■
受
講
料
　
１
０
０
円
（
保
険
料
は

　
公
民
館
総
合
保
障
制
度
適
用
）

■
申
し
込
み
　

5
月
8
日
（
木
）
よ

り
受
付
開
始
。
豊
科
勤
労
者
ス
ポ

ー
ツ
施
設
体
育
館
窓
口
で
所
定
の

用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
お
申
し

込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
各
教
室
と
も
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
。

問
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

体
育
館

　（

� 
�

73
・
３
０
１
１
）

　
初
心
者
を
中
心
と
し
た
硬
式
テ
ニ

ス
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
間
　

前
期
5
月
28
日
か
ら
7
月
23
日

後
期
8
月
20
日
か
ら
9
月
24
日

期
間
内
　
毎
週
水
曜
日

■
時
間
　
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
前

11
時
30
分

■
場
所
　
穂
高
会
館
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
講
師
　
穂
高
地
域
体
育
協
会

　
テ
ニ
ス
同
好
会

■
対
象
　
始
め
て
１
年
以
内
の
人

（
生
徒
、学
生
、体
協
テ
ニ
ス
部
員
、

テ
ニ
ス
同
好
会
員
は
不
可
）

■
募
集
人
員
　
30
人
程
度

■
参
加
費
　
５
、０
０
０
円

（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
１
、５
０

０
円
含
む
）

■
持
ち
物
　
運
動
着
、
テ
ニ
ス
シ
ュ

ー
ズ
　
硬
式
用
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

（
若
干
な
ら
貸
出
可
）

■
申
し
込
み
　

5
月
11
日（
日
）お
よ

び
5
月
14
日（
水
）の
両
日
、
午
前

11
時
30
分
か
ら
13
時
の
間
に
、
穂

高
会
館
玄
関
ホ
ー
ル
で
、
所
定
の

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
参
加
費
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
の
お
申
し
込
み
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

問
穂
高
地
域
体
育
協
会
テ
ニ
ス
同
好

会
代
表
　
那
須
幸
子
さ
ん
（

�

82
・

４
０
８
６
）

①
ヨ
ガ
体
操

　
心
地
よ
い
体
の
動
き
で
、
心
身
と

も
に
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

■
日
時
　
毎
週
水
曜
日
（
通
年
）

　
午
後
1
時
15
分
か
ら
午
後
2
時
45
分

■
会
場
　
豊
科
公
民
館
講
堂

■
講
師
　
塩
原
恵
美
子
さ
ん

■
対
象
者
　
一
般
男
女

■
定
員
　
30
人

■
会
費
　
毎
月
１
、０
０
０
円

②
さ
わ
や
か
健
康
体
操

　
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
ヨ
ガ
体
操
な
ど
で
楽
し

く
体
を
動
か
し
健
康
な
体
づ
く
り
を

し
ま
す
。

■
日
時
　
毎
週
月
曜
日
（
通
年
）

　
午
前
9
時
30
分
か
ら
午
前
11
時

■
会
場
　
豊
科
南
社
会
体
育
館

■
講
師
　
塩
原
恵
美
子
さ
ん

■
対
象
者
　
一
般
男
女

■
定
員
　
30
人

■
会
費
　
毎
月
５
０
０
円

③
は
つ
ら
つ
健
康
体
操

　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
、

野
外
活
動
な
ど
を
行
い
四
季
を
通
じ

て
、
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
毎
週
木
曜
日
（
通
年
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら
午
後
3
時

■
会
場
　
豊
科
武
道
館
剣
道
場

　（
豊
科
近
代
美
術
館
東
）

■
講
師
　
山
本
祐
子
さ
ん

　
　
　
　
塩
原
恵
美
子
さ
ん

■
対
象
者
　
一
般
男
女

■
定
員
　
30
人

■
会
費
　
毎
月
１
、０
０
０
円

■
申
し
込
み
　
左
記
へ
申
し
込
む
か

直
接
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

問
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

体
育
館
（

 
�

73･

３
０
１
１
）

　
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

で
は
体
育
館
の
空
き
時
間
を
利
用
し
、

自
由
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
施
設
を
開
放
し
ま
す
。

■
期
間
　

4
月
2
日
か
ら
平
成
21
年

　
3
月
31
日

■
時
間
　
午
後
3
時
か
ら
5
時

■
場
所
　
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー

ツ
施
設
体
育
館
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特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

嘱
託
介
護
職
員
募
集

ス

ツ

ポ

ー

春
季
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
ご
案
内

テ
ニ
ス
教
室
（
15
回
）

ス
ポ
ー
ツ
会
員
募
集

体
育
館
開
放
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■
使
用
料
　
１
回
１
０
０
円

■
対
象
　
小
学
生
以
上
（
中
学
生
以

　
下
は
保
護
者
の
申
し
込
み
）

問
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
体
育
館
（

� 
�

73･

３
０
１
１
）

　
5
月
か
ら
、
内
容
が
複
雑
で
事
実

関
係
を
確
認
す
る
よ
う
な
国
税
に
関

す
る
相
談
は
、
事
前
に
税
務
署
へ
電

話
で
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
松
本
税
務
署（

�

32･

２
７
９
０
）

　
ま
た
は
税
務
相
談
室
松
本
分
室

　（

�

35･

４
３
５
７
）

　
市
商
工
会
で
は
、
車
両
系
建
設
機

械
運
転
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　

6
月
8
日
・
21
日
・
22
日

■
場
所
　

・
学
科
　
明
科
公
民
館

・
実
技
　
明
科
建
材
㈱
資
材
置
場

■
定
員
　
30
人

■
申
し
込
み
　

5
月
16
日
（
金
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
安
曇
野
市
商
工

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
安
曇
野
市
商
工
会

　（

�

87
・
９
７
５
０ 

�

72
・
８
４
９
１
）

　
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
の
、

あ
な
た
が
で
き
る
応
急
手
当
に
つ
い

て
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
講
習
の
内

容
は
、
救
命
に
必
要
な
基
礎
知
識
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を

用
い
た
応
急
手
当（
心
肺
そ
せ
い
法
）

な
ど
で
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
梓
川
消
防
署
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

5
月
17
日
（
土
）

　
午
前
9
時
か
ら
正
午

■
場
所
　
梓
川
消
防
署

■
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料
　
無
料

問
梓
川
消
防
署
（

�

78
・
２
０
９
０
）

　
長
野
県
犯
罪
被
害
者
セ
ン
タ
ー
で

は
、
事
件
・
事
故
・
災
害
な
ど
の
被

害
者
や
、
遺
族
等
が
抱
え
る
悩
み
の

解
決
・
心
の
ケ
ア
に
当
た
る
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
志
す
皆
さ
ん
を
対
象
に

「
犯
罪
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　

6
月
か
ら
11
月
各
月
第
2･

第
4
木
曜
日
午
後
1
時
30
分
か
ら

4
時
（
計
12
回
）

■
場
所
　
松
本
市
中
央
1･

18･

1

松
本
市
中
央
公
民
館
Ｍ
ウ
イ
ン
グ

■
対
象
者
　
20
歳
以
上
65
歳
ま
で
の

男
女

■
定
員
　
20
人

■
申
込
期
限
　

5
月
20
日
（
火
）

■
受
講
料
　
１
万
円
（
学
生
半
額
）

問
長
野
県
犯
罪
被
害
者
セ
ン
タ
ー

　（

�
０
２
６
・
２
３
３
・
７
８
４
８
）

ま
た
は
総
務
部
人
権
尊
重
課

　（

�

71
・
２
０
０
０ 

�

71
・
５
０
０
０
）

官

公

庁

ど

な

国
税
に
係
る
税
務
相
談
は

事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す

車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

犯
罪
被
害
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

国道１４７号線　舗装補修工事にご理解とご協力を
Information
B O X

　県では、国道 147 号松本市島内地区の舗装補修工事を行います。通勤時間
帯を除く日中の片側交互通行となり渋滞が予想されます。ご迷惑をお掛けし
ますが、ご理解とご協力をお願いします。
■工事期間　5月7日（水）から6月30日（月）　土日を除く午前9時～午後5時
　　　　　　（梓橋東・島内・新橋交差点付近は午後10時～翌朝６時）
■工事個所　梓橋東交差点から新橋交差点までの間　約2.5㎞
　　　　　※高家バイパスへ迂

う か い

回をお願いします。
■規制内容　片側交互通行
■工事内容　舗装補修工事
問松本建設事務所整備課（ 40・1967 47・8027）
　安曇野市都市建設部監理課（ 72・3111 72・8340）

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）


